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慢 性 尿 路 感 染 症(外 来 患 者)に お け るCefroxadine(CGP-9000)の 臨 床 的 検 討

藤 村 宣 夫 ・黒 川 一 男

櫨島大学泌尿器科(主 任3悪 川 一男教授)

新規経 口用セ ファロス ポ リン剤Cemxadme(CGP-9000, CXD)を 泌尿器科 領域の尿路感染症

患者(外 来患者)29例 に投与(7501ngま たは11500mg/目,分3,5日 間)し,つ ぎの成績を得た。

1) 29例 中・著効15例(51.7%),有 効6例(20.7%),無 効8例(27.6%)で72.4%の 有効率を得

た。疾患群別有効率は単純性尿路感染症(反 復性膀胱炎)で は84.6%,複 雑性尿路感染症(慢 性

膀胱炎,慢 性腎盂腎炎)で は62.5%で あった。

2) 細菌学的効果 は29株 中,陰 性化19株(65.5%),減 少2株(6.9%),不 変8株(27.6%)で あ

った。

3) 副作用 は2例 に食欲不振がみ られ たがいずれ も本剤の服用を中止す るには至 らなか った。

は じ め に

Cefroxadine(CGP-9000, CXD)は ス イ スCIBA-

GEIGY社 で研 究,開 発 され た 新規 経 口用 セ フ ァロス ポ

リン系 抗生 物 質1)で,既 存 の セ フ ァ ロスポ リ ン剤 と同様

に広 い 抗 菌 ス ペ ク トラムを有 し,そ の 作用 は殺 菌 的 に働

き,抗 菌力 はCEXと 比 べ る と同程 度 か も し くは や やす

ぐれ て い る2)3)。

なか で も,E. coliに 対す る抗 菌 力 はCEXよ り明 ら

か に す ぐれ て い るた め,E. coliが 高 頻度 に分 離 され る外

来 受 診 の 尿路 感 染 症 患者 に 対 す る有用 性 が 期 待 され る。

このた び,著 者 らは 日本 チ バ ガ イギ ー株 式会 社 よ り本

剤 の提 供 を うけ 臨床 的 評 価 を行 った の でそ の成 績 を 報 告

す る。

化 学構 造 式 は下 記 の 通 りであ る。

対象患者および投与法

対象患者は昭和53年6月 か ら11月 までに徳島大学泌尿

器科外来 を受診 した慢性尿路感染症患者29例 で,疾 患の

内訳 は単純性 反復性膀胱炎13例,慢 性複雑性 膀胱炎9

例,慢 性複雑性 腎盂腎炎7例 であ る。

年齢 は18歳 から74歳(平 均48歳)ま でで,性 別 は男子

9例,女 子20例 であ る。

投与法は カプセル剤(250mg含 有)と して1日750

mgま たは1,500mgを 毎食後分服 させ,投 与日数は全

例5日 間とした。

判 定 基 準

単純性反復性膀胱炎 は病態 としては急性単純性膀胱炎

に類似 してい ると考えられることからUTI薬 効評価基

準の急性症判定基準 に準 じて行い,慢 性複雑性膀胱炎と

慢性 複雑性腎盂腎炎は慢性症判定基準に従って行った。

臨 床 成 績

単純性反復性膀胱炎:13例 中,著 効11例,無 効2例 で

有効率は84.6%で あ った。

投与量別では1日750mg投 与群の2例 に無効例がみ

られたが,1日1,500mg投 与群の3例 はいずれも著効

を示 した。

起 炎菌はE. coli 8例,Proteus mirabilis 2例,Kl-

ebsiella pneumomiae 2例,Proteus vulgaris 1例 であ

ったが 無 効の2例(症 例9,10)はE. coliとProteus

vulgarisで ともにCEX, ABPCに 耐性 の株 で あった

(Table 1)。

慢性複雑性膀胱炎39例 中,著 効4例,有 効2例 無

効3例 で66.7%の 有効率を得た。基礎疾患は神経因性膀

胱が3例,尿 道狭窄が3例,膀 胱憩室,前 立腺肥大症,

膀胱腫 瘍(経 尿道的切除術後)が おのおの1例 で,全例

留置カテーテルは施されていない。

投与 量別では1日750mg群 に3例 の無効例がみられ

たが,1日1,500mg群 の4例 は著効2例,有 効2例 で

あ った。
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Table 9 Clinical results on CXD

Table 4 Bacteriological results

Table 5 Laboratory findings

B: Before A: After

無効3例(症 例16, 17, 18)の 起 炎 菌 はE. coli(CEX

++, ABPC++),Klebsiella pneumoniae(CEX++, ABPC

-) ,Proteus vulgaris(CEX-, ABPC-)で あ っ

た。

慢性複雑性 腎盂 腎炎:7例 中,有 効4例,無 効3例 で

著効例 はみ られず,有 効率 は57.1%で あ った 。

基 礎疾患は 全 て 腎 結 石 で,無 効3例(症 例27,28,

29)の 起炎菌 はE. coli(CEX-, ABPC-),Entero-

bacter cloacae(CEX++, ABPC++) ,Enterobacter cl-

oacae(CEX-
, ABPC-)で あ った(Table 2)。

以 上 を ま と め る と,UTI群 別 有 効 率 は 単純 性 尿路 感

染 症84.6%,複 雑 性 尿 路感 染 症62.5%,全 体 で は29例

中,著 効15例(51.7%),有 効6例(20.7%),無 効8例

(27.6%)で72.4%の 有 効 率 を得 た(Table 3)。

細 菌 学 的 効 果

29株 中,E. colsが14株 で 陰 性 化10,減 少1,不 変3

(陰 性 化 率71.4%),Klebsiella pneumoniaeは5株 中,

陰 性 化4,不 変1(陰 性 化 率80%),Proteus mirabilis

は4株 中,陰 性 化3,減 少1(陰 性化 率75%)で,Pro-
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Table 6 Correlation between clinical results

and CEX sensitivity

teus vulgarisとEnterobacter cloacaeの 各2株 は いず

れ も不 変,Proteus morganiiとCitrobaeterの 各1株

はともに陰性化 した。

全体 では,29株 中,陰 性 化19株(65.5%),減 少2株

(6.9%),不 変8株(27.6%)で あ った(Table 4)。

副 作 用

1日1,500mgを 投与 した2例 に食欲不振がみ られた

が5日 間の服用を中止す るには至 らなか った。本剤投与

前後 の血液生化学的検査は6例 に しか施行 しえなか った

が,い ずれ も異常 な変動は認め られなか った(Table 5)。

考 按

泌尿器科外来患者の尿路か ら高頻度に分離されるE.

coliに おいてもこの ところABPC耐 性株 の増加が著 し

く,と りわけ複雑性尿路感染症由来株では大半がABPC

に抵抗性であ るとい っても過言ではな く,そ れ らの治療

に際 してセファロスポ リン剤に頼 るところが大 きい。

しか も,近 年,多 くの経 口用セ ファロスポ リン剤が開

発 されつつ あり,そ の有用性 と安全性が確認されて,つ

ぎつ ぎと臨床の場に供 されている。

CXDはin vitroの 抗菌力はCEXと ほぼ 同等 であ

るが,殺 菌力が強いためin vivoで はCEXよ り優れた

効果が期待されている。

そこで,著 者 らはこれ らの点 に注 目して本剤の臨床的

評価を行 ってみた。

対象 は慢性尿路感染症を 有する 外来 患者 と し,し か
ゆ

も,経 口剤 としての本剤の有用性を検討す るのに最 も適

した単純性反復性膀胱炎および基礎疾患が尿路感染症 に

およぼす影響が比較的軽度の慢性複雑性膀胱炎 と慢性複

雑 性腎盂腎炎に限定 した。

投与量は単純性反復性膀胱炎と慢性複雑性膀胱炎には

1日750mgも しくは1,500mg,慢 性複雑性腎盂腎炎に

は1,500mgと した。

投与量別の有効率についてみると750mg投 与群では

75%で,疾 患別では単純性反復性膀胱炎は80%,慢 性複

雑性膀胱炎は40%,1,500mg投 与群 では78.5%で,単

純性反復性膀胱炎は100%,慢 性複雑性膀胱炎 は100%,

慢 性複雑性腎盂腎炎は57、1%で あ った。

以上の結果 から疾患群別の適正な投与量は単純性反復

性 膀胱炎には750～1,000mg/日,慢 性 複雑性 膀胱炎に

は1,000～1,500mg/日,慢 性複雑性腎盂腎炎には1,500

mg/日 以 上であ ると推察 される。

つ ぎに,起 炎菌のCEXに 対する感受性(3濃 度ディ

スク法)とCXDの 臨 床 効 果 との相関の有無について

みるとCEX(++)で 無効だ ったもの3例,CEX(+)

で著効 だった もの3例 と多少のば らつ きはみられるが,

CEX(+++),(++)で 著 効 ま た:は有 効 例が17例,CEX

(-)で 無効例が5例 と両者 に相関が認められた(Table

6)。

また,ABPCに 対する 感 受 性 に 関 しては,29株 中,

ABPC(-)株 は16株 で,こ の うち著効は7例,有 効は

3例,無 効 は6例 であ ったが,無 効6例 の うち5例 は

CEX(-)株 であ り,し たが ってCEX感 受性でABPC

耐性の菌種では11例 中,著 効7例,有 効3例,無 効1例

(有効率91%)と な り,し か も無 効の1例 も750血9/日

投与例であることを考えあわせ るならば既存 の経口用セ

ファロス ポリン剤 と比 して勝るとも劣らない成績であっ

た。

しか し,細 菌学的な効果 をE. coliに ついてみると,

単純性反復性膀胱炎では8株 中,7株 が陰性化(87.5%)

したのに対 して,慢 性複雑性膀胱炎 と慢性複雑性腎盂腎

炎では6株 中,3株 が陰性化(50%)し たにとどまり,

複雑性尿路感染症 における経 口用 セファロスポ リン剤の

限界が うかがわれた。

副作用に関 しては1日1,500mg投 与の2例 に食欲不

振がみ られたが服用 を中止するには至 らず,以 上の結果

か らCXDの 泌尿器科領域 におけ る有用性 と安全性が

確認 された。
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CLINICAL INVESTIGATION OF CEFROXADINE (CGP-9000)

IN CHRONIC URINARY TRACT INFECTION

NOBUO FUJIMURA and KAZUO KUROKAWA
Department of Urology, School of Medicine, Tokushima University

A new oral cephalosporin Cefroxadine (CGP-9000, CXD) was administered in 29 out-patients with urinary
tract infections in a daily dose of 750mg and 1,500mg t.i.d. for 5 days and the following results were
obtained:

(1) A clinical response of 72.4% was obtained, with 15 cases of 29 (51.7%) showing excellent response,
6 (20.7%) good response and 8 (27.6%) poor result. The response rates according to the type of in-
fections were 84.6% in simple U.T.I.s (recurrent cystitis) and 62.5% in complicated U.T.I.s (chronic
cystitis, chronic pyelonephritis).

(2) As for bacteriological effects, 19 of 29 clinical isolates (65.5%) were eliminated, 2 (6.9%) suppressed
and 8 (27.6%) unchanged.

(3) The side effect observed was anorexia in 2 cases but it was not so severe as to discontinue the drug.


